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（1） 神奈川県県央部での広域防災機能の拡充の効果 

現状では、神奈川県県央部に広域レベルの防災拠点が位置づけられていないことから、

県央部への緊急物資輸送や救援･復旧活動に際しては、厚木、藤沢、相模原、新横浜な

どの長距離で広範囲の支援が必要となる。上瀬谷地区を広域レベルの防災拠点として活

用した場合には、神奈川県県央部における緊急物資輸送や救援･復旧活動の分担が適

正化されるとともに、万が一防災拠点が被災した場合の代替可能性の向上も期待すること

ができる。 
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緊急物資調達

　　　物流施設
（　　　　　 日用品・

　　　　　農水産品・
）　　　　　食料工業品 

　　　　高速道路
　　　　緊急輸送道路
　　　　　　4車線未満
　　　　　　4車線以上

道路ネットワーク 広域交通拠点

（ ）　　　軍用 自衛隊用 空港
　　　公共用空港

（ ｍ ）　　　 滑走路が1000 以上 
（ ｍ ）　　　 滑走路が1000 未満 

（ ）       港湾 耐震強化岸壁 

救援活動

　　　災害時
　　　拠点病院

緊急輸送物資の輸送

･救援 復旧活動要員の移動

重篤な被災者の搬送

　　　モデル地区

　　　広域レベルの防災拠点

       緊急物資輸送機能をもつ
　　　地域レベルの防災拠点

･　　　救援 復旧活動機能をもつ
　　　地域レベルの防災拠点

■ 現 状 ■ 
■ 将 来 ■ 

上瀬谷地区を広域レベルの防災拠点として活用した場合 




